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<研究発表>

(1)Young,apanese

Perception of

Communication Strategles

in ltahan LoversI Talks

2011  7  7 The 12th lnternational

Praginatlcs Confcrcnce,

」uly 3-8,2011,

The University of

卜(anchester(UK)(Poster

scssiOn)

(2)Introduzione alla

pragコnatica interculturale

e sue imphcazioni

glottodidatdche

2011  9  26

9  27

University of Parma

(Italy),CorSO in Didattica

dell' italiano(COurse

in ltalian ianguage

teaching methodology),

Department of ltalian

Studies(InVited lecture)

(3)Young」apanese

perception of ltahans'

communication styles

A case of cross― cultural

mismatch in framing

strategies

2011  9  30 University of Fribourg

(SWitτ erland),Lunchtime

Seminar, Department

of Psychology
(InVited lecture)

(4)COmunicare

interculturallnente

qllestione di stile

Una

2011  11  6

午前

Giornata degli ltalianisti

(イ タリア語研究者の

集い),Tokyo,Italian

Cultural lnstitute

(InVited lecture)

Principi glottodidattici di

OPERA PRIMA教 授 法セ
ミナー

2011  11  6

午後

Presentazione del libro

ditesto OPERA PRIMA

edito datrIIc_Tokyoイ タ

リア文化会館編「オペレ

プリマ」の出 版記念イ

ベント。

(5)Stili dela

comunicazione: "生 anuale

d'Amore~コ ミュニケー

シヨンスタイル :「恋愛マ

ニュアル」
~

2011  11  19 イタリア言語 文化研究
会の 第 121回 例会、早

稲田大学イタリア研究

所、早稲田大学戸山 (文

学部)キ ヤンパス。

2011年度は、本学で担当 している教養科

目「異文化入門 イタリア」におけるビデ

オ教材の利用及び効果についての研究を行

いたいと思いました。この研究を行 うため

に「2011年 度短期海外出張研究助成」 と

「2011年 度研究助成」を重ねて申請しました。

研究テーマは、日本人の若者とイタリア人

の若者のコミュニケーションスタイルの話

用論的な比較で した。概 して、異文化間

コミュニケーションに関する語用論の研

究は、異言語 コミュニケーションで発生

する誤解や外国人が異なっていると認識

するメカニズムを探ることを目指 します。

私のF升究は 4つ のエピソー ドから成 り立つ

イタリア映画 Fイ タリア的 恋愛マニュア

ルJ(Manualeご amOre,2005年 )に 基づい

ています。 イタリアで人気があったラブ
コメデイーです。私の研究の対象になった

エピソー ド (25分 )の タイ トルは「恋」で

あ り、主人公は現代のイタリアの若者で

す。私の研究では、その主人公たちのコ

ミュニケーションスタイルが同じ年頃の日

本人の大学生にどのように角子釈されるのか

といっことを探ってみたいと思いました。

そのためアンケート調査を作成しました (ア

ンケートはNUAの 33号の研究紀要に投稿し
た論文に含まれています)。

結論 :

①人間は言葉でコミュニケーションする時、

その言語の文法規則だけでなく本には書かれ

ていない、明文化されていない規則に従いま

す。

②それらの規則は文化的価値観に基づき、

個々の文化圏に属する人たちに共有されるも

のです。

③この価値観は人々の「言語イデオロギー」

を形成し、同じ価値観を共有する人々は同じ

「言語イデオロギー」を共有します。

①ところが、文化圏が異なると価値観やそれ

に基づいた「言語イデオロギー」が変わりま

す。⑤コミュニケーションスタイルに関して

イタリア人 (パ ルマ大学)と 日本人 (NUA
と早稲田大学)の アンケートの答えと感想を

比べると、以下の異なったパターンが際立ち

ました :日 本人学生にはイタリア映画の主人

公はあまりにも断定的に感じられました。主

人公の感情や意見の伝え方はあまりに直接的
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と感じられました。更に主人公の積極的な行

動はあまりにも押し付けがましいととらえら

れました。日本人学生の感想では「遠慮」と

いう言葉や「相手の気持ちを傷つけないよう

に気をつけなければならない」という意見が

よく見られました。

一方イタリア人学生の感想を見れると「明示

的なコミュニケーションスタイルの方が望ま

しい」という傾向が現れました。 しかし、ど
の文脈によってどのコミュニケーションスタ

イルに従うべきかについては最終的に個人差

があります。例えば、映画の主人公のコミュ

ニケーションスタイルがとても気に入った日

本人学生もいました。 教育的な観点から見れ
ば、言語や文化によってコミュニケーション

スタイルは大きく異なることがあるという意

識を持つことが大切です。 もちろん、違った
文化的価値観や異なった言語イデオロギーを

かならずしも受け入れる必要はありません。

自分の文化口におけるコミュニケーションの

パターンは、一つのパターンにすぎないこと

を意識する必要があります。そうすることに

よって、相互尊重に基づいた異文化問理解が

生まれます。

2011年 度「音楽の世界第」第 8回 (6

月 13日 )、

E lucevtt le stelle「 星 は き らめ

きJについての考察 『 トスカJの
C2varadosSの アリアを解釈した。更

に、歌詞に基づきイタリア語デイク

ションのミエレッスンを行った。

2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 日有 □無

(6)ShOcking Discourse

Stytes: The "Ianual of

Love

2011  11  20 The 37th JALT

International Conference

on Language Teaching

and Learning,18-21

November,2011,Tokyo,

Nationa1 01ympics

Iヽemorial Youth Center

授業オlロ  イタリア語 I・ II・ HI

◆前期  ◆後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

口頭コミュニケーションを通じて、文法

規則の獲得を目指した授業を行った。I、

H、 IIIは進行異なる3つ のレベルを指す。

ヨーロッパ言語共通参照枠に基づき :イ

タリア語 I→ レベル All、 イタリア語

II→ レベル Al、 イタリア語 HI→ レベ

,レ Al-2。

※ Keynoteプ レゼンテーション

※オリジナル問題の作成

※プログレッシブ評価 (小テストは 3回

行い、4回 目のテストは口頭試験)。

授業科目 異文化入門 (イ タリア)

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

異文化間コミュニケーシヨンの以下側

面に焦点を当てた :①語用論、②非言

語コミュニケーシヨン、③感情のコミュ

ニケーション、④コミュニケーションス

タイル、⑥ビジュアルコミュニケーショ

ン (美学)、 ⑦食文化。

※自作のプリント

※コミュニケーションスタイルに関す

るアンケート調査

※映像教材

※プログレッシブ評価 :小テス トは 3

回行い、4回 日は感想に基づいたレポー

ト)。
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